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序 章 計画策定にあたり      

１．背景                                           

下 水 道 は 、 公 衆 衛 生 の 確 保 と 生 活 環 境 の 改 善 、 公 共 用 水 域 の 水 質 保

全 、 浸 水 被 害 の 防 止 と い っ た 私 た ち の 身 近 な 生 活 環 境 の 改 善 を 図 る う え

で 必 要 不 可 欠 な イ ン フ ラ 施 設 で あ り 、 全 国 で は 昭 和 ５ ０ 年 頃 か ら 平 成 ２

０ 年 位 ま で に 多 く の 整 備 が な さ れ 、 全 国 の 下 水 道 処 理 人 口 普 及 率 は 約 ８

割 に 達 し て い ま す 。  

一 方 で 、 下 水 道 施 設 の 多 く は 、 老 朽 化 が 進 ん で お り 、 点 検 ・ 調 査 、 修

繕 ・ 改 築 な ど の 費 用 増 大 を 招 く と と も に 、 管 路 施 設 の 破 損 に よ る 道 路 陥

没 や 処 理 場 等 の 停 止 に よ る 汚 水 の 流 出 及 び 公 共 用 水 域 の 水 質 悪 化 に 陥 る

危 険 性 を 抱 え て い ま す 。  

ま た 、 下 水 道 施 設 が 被 災 し た 場 合 、 公 衆 衛 生 問 題 や 交 通 障 害 の 発 生 ば

か り か 、 ト イ レ の 使 用 が 不 可 能 と な る な ど 、 住 民 の 健 康 や 社 会 活 動 に 重

大 な 影 響 を 及 ぼ す こ と に な り ま す が 、 施 設 の 耐 震 化 が 進 ん で い ま せ ん 。  

こ う し た こ と か ら 、 国 で は 平 成 ２ １ 年 度 に 耐 震 化 に 対 す る 交 付 金 支 援

「 下 水 道 総 合 地 震 対 策 事 業 」 を 創 設 し 、 ま た 、 平 成 ２ ８ 年 度 に 下 水 道 施

設 の 長 寿 命 化 に 対 す る 交 付 金 支 援 「 下 水 道 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 支 援 制

度 」 を 創 設 し 、 自 治 体 に 対 し 支 援 し 、 対 策 を 促 進 し て い ま す 。  

さ ら に 、 近 年 、 全 国 各 地 で 豪 雨 等 に よ る 水 害 が 頻 発 し 、 甚 大 な 被 害 が

発 生 し て い ま す 。 令 和 元 年 東 日 本 台 風 （ 台 風 第 １ ９ 号 ） や 梅 雨 前 線 の 停

滞 に よ り 全 国 的 に 被 害 を も た ら し た 令 和 ２ 年 ７ 月 豪 雨 で は 、 各 地 で 河 川

か ら の 氾 濫 や 内 水 氾 濫 の 発 生 に よ り 下 水 道 施 設 が 浸 水 に よ り 機 能 停 止 す

る な ど の 被 害 が 生 じ 、 住 民 の 生 活 に 多 大 な 影 響 を 与 え る 事 態 と な り ま し

た 。 下 水 道 施 設 の 耐 水 化 に つ い て は 、 令 和 ２ 年 度 に 国 よ り 、 令 和 ８ 年 度

ま で の 揚 水 機 能 の 確 保 が 求 め ら れ て い ま す 。  

下 水 道 施 設 が 将 来 に わ た っ て 、 そ の 役 割 を 適 切 に 果 た す た め に は 、 老

朽 化 し た 施 設 の 長 寿 命 化 や 耐 震 化 及 び 耐 水 化 対 策 が 喫 緊 の 課 題 と な っ て

い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
（出典）国交省ホームページ  
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２．目的                                                                      

下 水 道 施 設 の 長 寿 命 化 や 耐 震 化 及 び 耐 水 化 対 策 が 全 国 的 な 課 題 と な っ

て い る 中 、 本 市 に お い て も 、 今 後 、 集 中 的 に 見 込 ま れ る 管 路 施 設 （ 以 下

「 管 路 」 と い う 。 ） や ポ ン プ 場 施 設 （ 以 下 「 ポ ン プ 場 」 と い う 。 ） の 長

寿 命 化 及 び 耐 震 化 対 策 、 さ ら に 洪 水 時 等 に お け る ポ ン プ 場 の 耐 水 化 対 策

な ど を 進 め て い く 必 要 が あ り ま す 。 特 に 、 ポ ン プ 場 は 、 台 風 等 に よ っ て

河 川 の 水 位 が 上 昇 し た 場 合 に 、 自 然 流 下 で 放 流 が で き な く な る た め 、 雨

水 を く み 上 げ て 河 川 へ 放 流 す る な ど 、 市 民 の 生 活 や 生 命 に か か わ る 社 会

的 影 響 が 大 き く 、 災 害 時 に お い て も そ の 機 能 を 確 保 す る こ と が 強 く 求 め

ら れ て い ま す 。  

限 ら れ た 予 算 の 中 で 効 率 的 に 事 業 を 進 め て い く た め に は 、 中 長 期 的 な

視 野 に 立 ち 、 下 水 道 施 設 の 様 々 な 分 野 に お け る 施 設 管 理 を 一 体 と な っ て

計 画 的 に 進 め る 必 要 が あ り 、 特 に ポ ン プ 場 で は 、 各 対 策 を 行 う に あ た

り 、 他 の 対 策 内 容 と の 整 合 や 工 程 調 整 を 行 う 必 要 が あ る こ と か ら 、 以 前

よ り 取 り 組 ん で い る 事 業 を 整 理 し 、 下 水 道 施 設 の 長 寿 命 化 、 耐 震 化 及 び

耐 水 化 の 具 体 的 な 進 め 方 を 示 す 『 平 塚 市 下 水 道 施 設 耐 震 長 寿 命 化 計 画 』

（ 以 下 「 耐 震 長 寿 命 化 計 画 」 と い う 。 ） を 策 定 し 、 持 続 可 能 な 下 水 道 事

業 の 推 進 を 図 り ま す 。  

 

（出典）国交省ホームページ  

重要な幹線等 下水処理場 

下水道施設の耐震化状況（令和４年度末） 

（出典）国土交通省「近年の豪雨災害における被害状況」  （出典）国土交通省「気候変動を踏まえた下水道  
による都市浸水対策の推進について  提言  
参考資料（一部改訂）」  

他市のポンプ場浸水状況の例  
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３．位置づけ                                       

耐 震 長 寿 命 化 計 画 は 、 長 期 的 な 視 野 で 本 市 の 下 水 道 の あ る べ き 姿 を 描

い た 「 平 塚 市 新 下 水 道 ビ ジ ョ ン 」 （ 以 下 「 新 下 水 道 ビ ジ ョ ン 」 と い

う 。 ） を 上 位 計 画 と し 、 新 下 水 道 ビ ジ ョ ン の 基 本 理 念 「 暮 ら し を さ さ え

次 世 代 へ つ な げ る 下 水 道 」 及 び 基 本 方 針 「 基 本 方 針 １ ： 災 害 に 強 い 下 水

道 、 基 本 方 針 ２ ： 施 設 の 計 画 的 ・ 効 率 的 な 維 持 管 理 」 に 基 づ き 事 業 を 展

開 し ま す 。  

ま た 、 新 下 水 道 ビ ジ ョ ン を 経 営 面 か ら 展 開 す る 「 平 塚 市 下 水 道 事 業 経

営 戦 略 」 （ 以 下 「 経 営 戦 略 」 と い う 。 ） で 既 に 定 め て い る 令 和 １ ２ 年 度

ま で の 投 資 計 画 に 基 づ き 対 策 を 推 進 す る も の で す 。  
 

 平 塚 市 下 水 道 施 設 耐 震 長 寿 命 化 計 画 の 位 置 づ け  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画期間                          

   耐 震 長 寿 命 化 計 画 は 、 計 画 の 始 ま り を 令 和 ６ 年 度 と し 、 終 了 を 経 営 戦  

略 の 計 画 期 間 と 合 わ せ 、 令 和 １ ２ 年 度 ま で と し ま す 。  
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次期経営戦略 

耐震長寿命化計画 次期耐震長寿命化計画 

(2021 )  (2022 )  (2023 )  (2024 )  (2025 )  (2026 )  (2027 )  (2028 )  (2029 )  (2030 )  (2031 )  (2033 )  (2032 )  (2034 )  (2035 )  (2036 )  (2037 )  (2038 )  (2039 )  (2040 )  

経営戦略 

新下水道ビジョン 

中期ビジョン 

 

新下水道ビジョン（令和４年３月）  

経営戦略  

（令和 3 年 3 月）  

事業展開 事業展開 

整合  促進  促進  

 相互反映 平塚市下水道施設耐震長寿命化計画（令和６年３月）  

 

下水道関連計画 

地域防災計画 

平塚市総合計画～ひらつか VISION～（令和６年２月） 

 
基本方針 1：災害に強い下水道

基本方針 2：施設の計画的・効率的な維持管理  

令和８年度までに  

対策完了  

施設  経営 

国 

（耐水化対策） 

国 

（耐震化対策） 

国 

（長寿命化対策） 

基本理念：暮らしをささえ次世代へつなげる下水道

※経営戦略で定めている令和１２年度までの

投資計画に基づき対策を推進します。  
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５．本計画の対象施設                      

   本 市 の 管 路 の 整 備 延 長 は 、 令 和 ４ 年 度 末 現 在 で 、 １ ， ２ １ ８ ｋ ｍ （ 合

流 １ １ ２ ｋ ｍ 、 分 流 汚 水 ７ ５ ３ ｋ ｍ 、 分 流 雨 水 ３ ５ ３ ｋ ｍ ） と な っ て い

ま す 。 ま た ポ ン プ 場 は １ ０ 箇 所 を 保 有 し て い ま す 。  

   こ れ ら の 施 設 を 本 計 画 の 対 象 施 設 と し ま す 。  

 

区分 令和４年度末 

管路 汚水 ７５３ｋｍ 

雨水 ３５３ｋｍ 

合流 １１２ｋｍ 

計 １，２１８ｋｍ 

ポンプ場 １０箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポンプ場位置図 

公共下水道区域 



序章 

5 

 

６．計画概要                          

耐 震 長 寿 命 化 計 画 で は 、 本 市 の 下 水 道 施 設 を 管 路 と ポ ン プ 場 に 分 け 、

耐 用 年 数 や 耐 震 性 能 な ど か ら 現 状 把 握 を 行 い 、 本 市 に お け る 課 題 を 整 理

し た 上 で 、 新 下 水 道 ビ ジ ョ ン の 基 本 方 針 に 基 づ き 、 各 対 策 の 基 本 方 針 を

設 定 し 、 施 設 の 優 先 順 位 付 け や 具 体 的 な 実 施 方 法 を と り ま と め て い ま

す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 本市の下水道施設の現状と課題 

第２章 基本方針

第３章 施策の進め方

第４章 実施方法

第５章 今後の進め方 
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第１章 本市の下水道施設の現状と課題      

１．管路の現状と課題                               

１．１  耐 用 年 数 からみる管 路 の状 況 （長 寿 命 化 ）       

本 市 の 管 路 は 、 昭 和 ３ ９ 年 度 に 整 備 が 開 始 さ れ 、 現 在 ま で 約 １ ，

２ １ ８ ｋ ｍ が 整 備 さ れ て お り 、 特 に 昭 和 ６ ０ 年 度 か ら 平 成 １ ５ 年 度

ま で の 約 ２ ０ 年 間 に 多 く の 整 備 が 行 わ れ て い ま す 。 令 和 ４ 年 度 末 時

点 で 管 路 の 標 準 的 な 耐 用 年 数 と さ れ る ５ ０ 年 を 経 過 し て い る 施 設 は

約 ８ ６ ． ２ ｋ ｍ (約 ７ ％ ） と な っ て お り 、 集 中 的 に 整 備 し た 管 路 が 、

耐 用 年 数 と さ れ る ５ ０ 年 を 経 過 す る 令 和 ３ ５ 年 度 に は 、 全 体 で 約 ７

５ ４ ｋ ｍ （ 約 ６ ２ ％ ） が 耐 用 年 数 を 経 過 し ま す 。  

管 種 採 用 状 況 を 見 る と 、 現 在 は 、 主 に 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 ※ １ 及 び 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト 管 ※ ２ を 含 む コ ン ク リ ー ト 製 品 を 使 用 し て お り ま す

が 、 標 準 的 な 耐 用 年 数 と さ れ る ５ ０ 年 を 経 過 し て い る 管 路 は 、 鉄 筋

コ ン ク リ ー ト 管 を 含 む コ ン ク リ ー ト 製 品 及 び 陶 管 ※ ３ と な っ て い ま

す 。  
※１硬質塩化ビニル管：昭和末期頃から、下水道管で使用されている樹脂製の軽量な管  
※２鉄筋コンクリート管：鉄筋とコンクリートが一体となった構造で、それぞれの利点を合わせた合成管 
※３陶管：粘土を成型し、焼成した素焼き土管であり、昭和以前頃から下水道管で使用されている陶器製の管 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50 年以上経過  管路整備のピーク  

５０年を経過している管路における管種採用状況（令和４年度末時点） 

管路の排除別整備延長の変遷 
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こ れ ま で に 実 施 し た 管 路 内 の 目 視 調 査 結 果 で は 、 主 だ っ た 不 具 合

と し て 、 破 損 、 ク ラ ッ ク 、 管 の 腐 食 、 樹 木 根 侵 入 が 多 い 傾 向 に あ る

こ と が 分 か り ま し た 。 浸 入 水 、 油 脂 付 着 等 に 関 し て は 、 そ れ ほ ど 多

く な い 状 況 で あ る こ と も 分 か り ま し た 。  

特 に 布 設 か ら ５ ０ 年 を 経 過 し て い る 管 路 の 中 で も 、 整 備 当 時 に 多

く 使 わ れ て い た 陶 管 は 、 老 朽 化 に よ り 、 道 路 陥 没 の 要 因 と な る こ と

も 考 え ら れ ま す 。 ま た 、 全 国 的 に は 布 設 後 ４ ０ 年 を 経 過 す る と 、 道

路 陥 没 箇 所 数 が 急 増 す る 傾 向 も 確 認 さ れ て い る こ と か ら 、 老 朽 化 に

よ る 不 具 合 を 未 然 に 防 ぐ た め 、 平 成 ２ ５ 年 度 よ り 整 備 年 度 の 最 も 古

い 平 塚 駅 周 辺 の 合 流 区 域 か ら 管 路 の 長 寿 命 化 を 進 め て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目視調査結果における異常個所の状況 

【本市管路（陶管）の老朽化に伴う異常】 

陶管の破損状況 
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１．２  耐 震 性 能 からみる管 路 の状 況  （耐 震 化 ）                  

下 水 道 施 設 の 土 木 構 造 物 に つ い て は 、 平 成 ７ 年 の 兵 庫 県 南 部 地 震

の 発 生 に よ り 、 こ れ ま で の 耐 震 設 計 手 法 が 見 直 さ れ 、 平 成 ９ 年 に 耐

震 設 計 の 指 針 が 大 幅 に 改 定 さ れ ま し た 。 指 針 改 定 以 前 に 施 工 さ れ た

本 市 の 管 路 は 、 全 体 の 約 ７ ０ ％ に あ た る 約 ８ ９ ０ ｋ ｍ あ り 、 こ れ ら

の 管 路 は 耐 震 性 能 を 確 認 す る 必 要 が あ り ま す 。  

下 水 道 施 設 の 供 用 開 始 以 降 に 本 市 で 観 測 さ れ た 最 大 震 度 は ５ 弱

（ 平 成 ２ ３ 年 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 ） で あ り 、 下 水 道 施 設 の 被 害 は

確 認 さ れ ま せ ん で し た が 、 今 後 、 発 生 が 予 想 さ れ る 震 度 ６ 強 や 震 度

７ の 地 震 に 対 し て は 、 多 く の 被 害 が 想 定 さ れ ま す 。  

想 定 さ れ る 被 害 を 未 然 に 防 ぐ た め 、 平 成 ２ ５ 年 度 よ り 緊 急 輸 送 道

路 で あ る 国 道 １ 号 か ら 管 路 の 耐 震 化 を 進 め て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象管路全体図 

耐震化の状況（国道１号） 

：耐震性能の確認が必要な箇所  

：平成 9 年度以降に施工した箇所  

管路内補強 管路の入れ替え 
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２．ポンプ場の現状と課題                             

２．１  耐 用 年 数 からみるポンプ場 の状 況 （長 寿 命 化 ）      

ポ ン プ 場 に は 、 土 木 施 設 （ ポ ン プ 棟 基 礎 部 な ど ） 、 建 築 施 設 （ 建

屋 、 屋 根 、 換 気 施 設 、 照 明 な ど ） 、 機 械 設 備 （ ポ ン プ 、 ゲ ー ト な

ど ） 及 び 電 気 設 備 （ 発 電 機 、 分 電 盤 な ど ） な ど 、 下 水 を 排 水 す る た

め に 必 要 な 各 施 設 が 1 箇 所 の 建 物 内 に 集 約 さ れ て い ま す 。 本 市 で

は 、 そ の ポ ン プ 場 を 全 １ ０ 箇 所 保 有 し て お り 、 各 ポ ン プ 場 の 施 設 数

を 合 計 す る と １ ， ５ ０ ０ を 超 え て い ま す 。  

ポ ン プ 場 の 各 施 設 は 、 日 々 、 点 検 や 調 査 、 修 繕 な ど の 手 を 加 え な

が ら 、 維 持 管 理 を 行 っ て い る た め 、 現 在 ま で 健 全 性 を 保 っ て い る 一

方 で 、 耐 用 年 数 に 着 目 す る と 、 令 和 ４ 年 度 末 時 点 で 土 木 ・ 建 築 施 設

で は 、 耐 用 年 数 を 超 過 し て い る 施 設 が 一 部 あ り 、 ま た 、 比 較 的 耐 用

年 数 が 短 い と さ れ る 電 気 ・ 機 械 設 備 で は 、 耐 用 年 数 を 超 過 す る 施 設

は 全 体 の 約 ８ 割 程 度 と な っ て い ま す 。  

耐 用 年 数 の 短 い 電 気 設 備 及 び 機 械 設 備 は 故 障 し た 場 合 、 漏 電 や 受

電 不 能 等 に よ る ポ ン プ 設 備 の 停 止 に つ な が る こ と も 考 え ら れ ま す 。

こ う し た こ と か ら 、 平 成 ２ ９ 年 度 よ り 整 備 年 度 の 最 も 古 い 東 部 ポ ン

プ 場 か ら 長 寿 命 化 を 進 め て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
機械・電気設備の劣化に伴う異常 

汚水流入ゲートの腐食状況 集砂ポンプの腐食 

土木：ポンプ棟基礎部など 

建築：建屋、屋根など 

建築機械：換気施設、空調施設など 

建築電気：照明、警報機など 

機械：ポンプ、ゲートなど 

電気：発電機、分電盤など 

本市ポンプ場施設の経過年数 
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２．２  耐 震 性 能 からみるポンプ場 の状 況 （耐 震 化 ）  

ポ ン プ 場 等 の 土 木 構 造 物 （ 地 下 構 造 物 ） に つ い て も 、 平 成 ９ 年 に

耐 震 設 計 指 針 が 大 幅 に 見 直 さ れ 、 指 針 改 定 以 前 に 設 計 ・ 施 工 さ れ た

施 設 は 耐 震 性 能 を 確 認 す る 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 、 建 築 構 造 物 （ 建 屋 ） に つ い て は 、 平 成 ８ 年 の 建 築 基 準 法 改

正 に よ り 耐 震 安 全 性 の 考 え 方 が 示 さ れ た こ と か ら 、 法 改 正 以 前 に 設

計 ・ 施 工 さ れ た 施 設 は 耐 震 性 能 を 確 認 す る 必 要 が あ り ま す 。  

平 成 ２ ９ 年 度 よ り 対 策 が 必 要 と な っ た 東 部 ポ ン プ 場 か ら 耐 震 化 を

進 め て い ま す 。  

 

 

 
※１東部ポンプ場は、耐震性能を確認した結果、対策する必要があり、現在、耐震化を進めています。  
※２桜ケ丘ポンプ場は、耐震性能を確認した結果、対策する必要があり、今後、耐震化を進めます。  
※３徳延ポンプ場は、既存資料より、現行基準の耐震性能を満たしていることを確認しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 施設名 設計年次 供用開始年次 

耐震性能の 

確認の必要性 

土木 建築 

1 東部ポンプ場 昭和 43 年 昭和 47 年 4 月  有 ※ １    有 ※ １  

2 山下ポンプ場 昭和 54 年 昭和 56 年 4 月 有 － 

3 桜ケ丘ポンプ場 昭和 55 年 昭和 59 年 5 月  有 ※ ２   有 ※ ２  

4 撫子原ポンプ場 昭和 59 年 昭和 62 年 4 月 有 有 

5 馬入ポンプ場 平成 2 年 平成 5 年 4 月 有 有 

6 長持ポンプ場 平成 6 年 平成 8 年 9 月 有 － 

7 東豊田工業団地ポンプ場 平成 7 年 平成 10 年 1 月 有 有 

8 徳延ポンプ場 平成 8 年 平成 14 年 4 月   無※３  無 

9 馬入貯留管ポンプ場 平成 20 年 平成 22 年 4 月 無 無 

10 久領堤貯留管ポンプ場 平成 24 年 平成 26 年 4 月 無 無 

設計年次と供用開始年次 
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２．３  想 定 浸 水 からみるポンプ場 の状 況 （耐 水 化 ）                    

本 市 は 相 模 湾 に 面 し て お り 、 津 波 や 高 潮 が 影 響 す る 位 置 関 係 に あ

り 、 地 域 防 災 計 画 に お い て も 津 波 や 高 潮 を 災 害 リ ス ク と し て 挙 げ て

い ま す 。 本 市 の ポ ン プ 場 が 抱 え る 浸 水 リ ス ク の 対 象 外 力 と し て は 、

国 か ら 示 さ れ て い る 「 洪 水 」 、 「 津 波 」 、 「 高 潮 」 、 「 内 水 」 の ４

つ が あ り 、 そ れ ぞ れ の 対 象 外 力 よ り 、 も っ と も 浸 水 高 が 深 い も の か

ら 、 各 ポ ン プ 場 の 被 害 施 設 の 想 定 を 行 う と 、 馬 入 貯 留 管 及 び 久 領 堤

貯 留 管 は 、 入 り 口 な ど の 開 口 部 が 浸 水 高 よ り 上 に あ る た め 浸 水 し ま

せ ん が 、 残 り の 東 部 、 山 下 、 桜 ケ 丘 、 撫 子 原 、 馬 入 、 長 持 、 東 豊 田

工 業 団 地 、 徳 延 の ８ 箇 所 の ポ ン プ 場 は 耐 水 化 対 策 が 必 要 と な り ま

す 。  

 

 

 

No 施設名 対策の必要性 対象外力 

1 東部ポンプ場 必要 津波 

2 山下ポンプ場 必要 洪水（金目川） 

3 桜ケ丘ポンプ場 必要 洪水（金目川） 

4 撫子原ポンプ場 必要 津波 

5 馬入ポンプ場 必要 洪水（金目川） 

6 長持ポンプ場 必要 洪水（金目川） 

7 東豊田工業団地ポンプ場 必要 洪水（金目川） 

8 徳延ポンプ場 必要 洪水（金目川） 

9 馬入貯留管ポンプ場 不要 高潮 

10 久領堤貯留管ポンプ場 不要 津波 

 

 

 

 

 

 

  

対策浸水位まとめ 

東部ポンプ場 桜ケ丘ポンプ場 
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第２章 基本方針          

１．管路の基本方針                                

１．１  長 寿 命 化 の基 本 方 針                             

 

 

 

   本 市 の 管 路 は 、 昭 和 ３ ９ 年 度 に 整 備 が 開 始 さ れ て 以 降 、 施 設 延 長 を

徐 々 に 延 ば し て い き 、 特 に 昭 和 ６ ０ 年 度 か ら 平 成 １ ５ 年 度 ま で の 約 ２

０ 年 間 に 多 く の 整 備 が 行 わ れ て い ま す 。 管 路 の 標 準 的 な 耐 用 年 数 は 約

５ ０ 年 と さ れ て お り 、 今 後 は 更 新 時 期 が 一 定 期 間 に 集 中 し 、 大 幅 な 事

業 費 の 増 加 が 見 込 ま れ ま す 。  

安 定 し た 事 業 経 営 を 行 っ て い く た め に は 、 事 業 の 平 準 化 を 図 る 必 要

が あ り 、 下 水 道 事 業 の 長 寿 命 化 に 関 す る 考 え 方 が 示 さ れ た 「 下 水 道 事

業 の ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 実 施 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 （ 国 土 交 通

省 ） に 基 づ き 、 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の 手 法 を 活 用 し 、 点 検 ・ 調 査 な

ど に よ り 、 早 急 に 更 新 が 必 要 な も の や 経 過 観 察 し て い く も の な ど の 優

先 順 位 付 け を 行 い 、 計 画 的 に 予 防 保 全 型 の 管 路 の 長 寿 命 化 を 進 め ま

す 。  

 

１．２  耐 震 化 の基 本 方 針   

                            

 

 

液 状 化 に よ る マ ン ホ ー ル の 浮 き 上 が り や 管 路 の 損 傷 に 伴 う 道 路 陥 没

に よ る 交 通 障 害 は 、 被 災 者 救 助 や 避 難 所 へ の 支 援 活 動 、 復 旧 活 動 に 支

障 を き た す と と も に 、 下 水 道 を 含 む ラ イ フ ラ イ ン の 復 旧 を 遅 ら せ る 恐

れ が あ り ま す 。  

災 害 時 に お い て も 、 下 水 道 の 機 能 及 び 迅 速 な 避 難 ・ 救 命 ・ 支 援 活 動

を 行 う 上 で 必 要 と な る 安 全 な 道 路 交 通 を 確 保 す る た め 、 下 水 道 事 業 の

耐 震 化 に 関 す る 考 え 方 が 示 さ れ た 「 下 水 道 施 設 の 耐 震 対 策 指 針 と 解

説 」 （ 公 益 社 団 法 人  日 本 下 水 道 協 会 ） に 基 づ き 、 平 成 ９ 年 の 耐 震 設

計 指 針 が 改 定 さ れ る 以 前 に 施 工 し た 管 路 を 対 象 に 、 優 先 順 位 付 け を 行

い 、 計 画 的 に 管 路 の 耐 震 化 を 進 め ま す 。  

 

 

 

 

施 設 の 予 防 保 全 型 の 維 持 管 理 を 行 い つ つ 、 事 業 の 平 準 化 を 図 る た

め 、 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の 手 法 を 活 用 し 、 計 画 的 に 管 路 の 長 寿 命

化 を 進 め ま す 。  

災 害 時 に お い て も 、 下 水 道 の 機 能 及 び 迅 速 な 避 難 ・ 救 命 ・ 支 援 活 動

を 行 う 上 で 必 要 と な る 安 全 な 道 路 交 通 を 確 保 す る た め 、 計 画 的 に 管

路 の 耐 震 化 を 進 め ま す 。  
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２．ポンプ場の基本方針                             

２．１  長 寿 命 化 の基 本 方 針                            

 

 

 

ポ ン プ 場 に は 、 土 木 施 設 、 建 築 施 設 、 機 械 設 備 及 び 電 気 設 備 な ど が

あ り 、 そ れ ぞ れ 耐 用 年 数 が 異 な る こ と か ら 、 耐 用 年 数 を 超 過 し た 時 点

で 交 換 す る と 、 事 業 費 の 変 動 幅 が 大 き く な り ま す 。     

安 定 し た 事 業 経 営 を 行 っ て い く た め に は 、 事 業 の 平 準 化 を 図 る 必 要

が あ り 、 下 水 道 事 業 の 長 寿 命 化 に 関 す る 考 え 方 が 示 さ れ た 「 下 水 道 事

業 の ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 実 施 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 （ 国 土 交 通

省 ） に 基 づ き 、 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の 手 法 を 活 用 し 、 点 検 ・ 調 査 な

ど に よ り 、 早 急 に 更 新 が 必 要 な も の や 経 過 観 察 し て い く も の な ど の 優

先 順 位 付 け を 行 い 、 計 画 的 に 予 防 保 全 型 の ポ ン プ 場 の 長 寿 命 化 を 進 め

ま す 。  

 

２．２  耐 震 化 の基 本 方 針                              

 

 

 

ポ ン プ 場 の 破 損 や 倒 壊 等 は 、 周 辺 住 民 や 歩 行 者 、 通 行 車 両 、 ま た 従

事 職 員 に 被 害 を 及 ぼ す 恐 れ が あ る と と も に 、 揚 水 機 能 な ど に 支 障 を 来

た し 、 安 定 し た ポ ン プ 場 の 機 能 確 保 が 困 難 と な り ま す 。  

災 害 時 に お い て も 、 安 定 し た ポ ン プ 場 の 運 用 を 図 る た め 、 下 水 道 事

業 の 耐 震 化 に 関 す る 考 え 方 が 示 さ れ た 「 下 水 道 施 設 の 耐 震 対 策 指 針 と

解 説 」 （ 公 益 社 団 法 人  日 本 下 水 道 協 会 ） に 基 づ き 、 平 成 ９ 年 の 耐 震

設 計 指 針 の 改 定 及 び 平 成 ８ 年 の 建 築 基 準 法 の 改 正 以 前 に 施 工 し た ポ ン

プ 場 を 対 象 に 、 人 命 確 保 の 必 要 性 や 終 末 処 理 場 へ の 送 水 、 稼 働 頻 度 等

を 踏 ま え 、 計 画 的 に ポ ン プ 場 の 耐 震 化 を 進 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 設 の 予 防 保 全 型 の 維 持 管 理 を 行 い つ つ 、 事 業 の 平 準 化 を 図 る た

め 、 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の 手 法 を 活 用 し 、 計 画 的 に ポ ン プ 場 の 長

寿 命 化 を 進 め ま す 。  

災 害 時 に お い て も 、 人 命 及 び 揚 水 機 能 を 確 保 し 、 安 定 し た ポ ン プ 場

の 運 用 を 図 る た め 、 計 画 的 に ポ ン プ 場 の 耐 震 化 を 進 め ま す 。  
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２．３  耐 水 化 の基 本 方 針                              

 

 

水 害 に よ り 、 ポ ン プ 場 が 停 電 し た り 、 機 械 設 備 等 が 水 に 浸 か る と 、

安 定 し た ポ ン プ 場 の 機 能 確 保 が 困 難 に な る と と も に 、 周 辺 住 民 や 通 行

者 、 ま た 従 事 職 員 に 被 害 を 及 ぼ す 恐 れ が あ り ま す 。  

浸 水 時 に お い て も 、 安 定 し た ポ ン プ 場 の 運 用 を 図 る た め 、 下 水 道 事

業 の 耐 水 化 に 関 す る 考 え 方 が 示 さ れ た 「 下 水 道 施 設 の 耐 水 化 計 画 お よ

び 対 策 立 案 に 関 す る 手 引 き 」 （ 公 益 財 団 法 人  日 本 下 水 道 新 技 術 機

構 ） に 基 づ き 、 浸 水 被 害 が 想 定 さ れ る ポ ン プ 場 を 対 象 に 、 機 能 停 止 に

陥 っ た 場 合 の 影 響 や 過 去 の 浸 水 実 績 等 を 踏 ま え 、 計 画 的 に ポ ン プ 場 の

耐 水 化 を 進 め ま す 。  

 

浸 水 時 に お い て も 、 安 定 し た ポ ン プ 場 の 運 用 を 図 る た め 、 計 画 的 に

ポ ン プ 場 の 耐 水 化 を 進 め ま す 。  
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第３章 施策の進め方     

１．管路の優先順位                                

１．１  長 寿 命 化 の優 先 順 位                             

本 市 の 管 路 は 、 昭 和 ３ ９ 年 度 に 整 備 が 開 始 さ れ て 以 降 、 現 在 ま で

整 備 が 行 わ れ て い ま す 。 管 路 の 長 寿 命 化 に お け る 優 先 順 位 は 、 整 備

年 度 よ り 、 公 共 下 水 道 区 域 を １ ０ に 区 分 し 、 整 備 年 度 の 最 も 古 い 平

塚 駅 周 辺 の 合 流 区 域 約 ３ ３ ｋ ｍ か ら 、 順 に 対 策 を 進 め る こ と と し 、

平 成 ２ ５ 年 度 よ り 合 流 区 域 か ら 長 寿 命 化 を 進 め て い ま す 。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長寿命化の優先順位表 

長寿命化の優先順位ブロック区分図 
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１．２  耐 震 化 の優 先 順 位                              

管 路 全 施 設 約 １ ， ２ １ ８ ｋ ｍ の う ち 耐 震 性 能 の 確 認 が 必 要 な 約 ８

９ ０ ｋ ｍ の 管 路 の 優 先 順 位 付 け を 行 い ま す 。  

優 先 順 位 の 考 え 方 と し て 、 液 状 化 想 定 図 （ 平 成 ２ ７ 年 神 奈 川 県 地

震 被 害 想 定 調 査 よ り ） を 参 考 に 、 液 状 化 の 可 能 性 が あ る 路 線 約 ７ ５

９ ｋ ｍ の う ち 、 「 下 水 道 施 設 の 耐 震 対 策 指 針 と 解 説 」 の 「 特 に 重 要

な 幹 線 等 」 に 該 当 す る 緊 急 輸 送 道 路 や 河 川 ・ 軌 道 下 に 埋 設 さ れ て い

る 管 路 、 防 災 拠 点 施 設 に つ な が る 管 路 な ど 合 流 ・ 汚 水 と 雨 水 の 管 路

約 １ ０ ２ ｋ ｍ を 短 期 事 業 と し て 進 め る こ と と し 、 平 成 ２ ５ 年 度 よ り

緊 急 輸 送 道 路 で あ る 国 道 １ 号 か ら 耐 震 化 を 進 め て い ま す 。  

そ の 他 の 管 路 に つ い て は 、 中 期 及 び 長 期 事 業 と し て 位 置 付 け て 、    

事 業 を 進 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重要な幹線等】 【特に重要な幹線等】 優先度 

a)流域下水道の幹線管路 
b)ポンプ場及び処理場に直結する幹線管
路 
c)河川・軌道等を横断する管路で地震被
害によって二次災害を誘発するおそれ
のあるもの及び復旧が極めて困難と予
想される幹線管路等 

d)被災時に重要な交通機能への障害を及
ぼすおそれのある緊急輸送路等に埋設
されている管路 

e)相当広範囲の排水区を受け持つ吐き口
に直結する幹線管路 

f)防災拠点や避難所、又は地域防災対策
上必要と定めた施設等からの排水を受
け持つ流末管路 

g)その他、下水を流下収集させる機能面
から見てシステムとして重要な管路 

 
・処理場と災害対策本部施設（役所
等）や特に大規模な広域避難場所
等の防災拠点をつなぐ管路 

Ａ 

 

 ・軌道や緊急輸送路等下の埋設管路  

 
・既存施設を活用したネットワーク
化などのシステム的な対応管路 

 

 
・相当広範囲の排水区を受け持つ吐
き口に直結する幹線管路 

 

【その他の重要な幹線等】   

Ｂ 
 重要な幹線等のうち、特に重要な幹
線等以外の幹線等 

  

耐震対策管路の選定イメージ図 

重要な幹線等の区分と耐震対策の優先順位 

（出典）公益社団法人日本下水道協会「下水道施設の耐震対策指針と解説」  
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１．３  管 路 の進 め方                           

  管 路 の 長 寿 命 化 及 び 耐 震 化 の 施 工 箇 所 が 比 較 的 近 い 路 線 に つ い て  

 は 、 工 事 に よ る 市 民 生 活 の 影 響 な ど を 最 小 限 に 抑 え る た め 、 工 事 時   

期 を 合 わ せ る な ど の 整 合 を 図 り 、 効 率 的 に 事 業 を 進 め る こ と と し ま  

す 。  
 

 

 

 

 

短期事業の対象路線図 
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２．ポンプ場の優先順位                            

２．１  長 寿 命 化 の優 先 順 位                           

ポ ン プ 場 に お け る 長 寿 命 化 は 、 土 木 施 設 （ ポ ン プ 棟 基 礎 部 な

ど ） 、 建 築 施 設 （ 建 屋 、 屋 根 、 換 気 施 設 、 照 明 な ど ） 、 機 械 設 備

（ ポ ン プ 、 ゲ ー ト な ど ） 及 び 電 気 設 備 （ 発 電 機 、 分 電 盤 な ど ） な ど

の １ 施 設 ご と を 「 被 害 規 模 （ 影 響 度 ） 」 と 「 発 生 確 率 （ 不 具 合 の 起

こ り や す さ ） 」 の マ ト リ ク ス の 手 法 よ り 算 定 し た リ ス ク ラ ン ク （ １

～ ２ ０ ） か ら 施 設 の 優 先 順 位 付 け を 行 い 、 高 リ ス ク （ １ ８ ～ ２ ０ ）

と な っ た 施 設 よ り 対 策 を 進 め る こ と と し ま す 。 平 成 ２ ９ 年 度 よ り 、

整 備 年 度 の 最 も 古 い 東 部 ポ ン プ 場 か ら 長 寿 命 化 を 進 め て い ま す 。 
リ ス ク ラ ン ク は 、 「 下 水 道 事 業 の ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 実 施 に 関

す る ガ イ ド ラ イ ン 」 を 基 に 、 ポ ン プ 場 が 機 能 停 止 に 陥 っ た 際 の 影 響
度 を 表 し た 「 被 害 規 模 （ 影 響 度 ） 」 と 、 施 設 毎 に 耐 用 年 数 の 超 過 率
か ら 施 設 の 故 障 確 率 を 算 出 し た 「 発 生 確 率 （ 不 具 合 の 起 こ り や す
さ ） 」 に 加 え 、 目 視 調 査 な ど に よ り 判 定 し た 各 施 設 の 劣 化 度 の 状 態
を 含 め た 総 合 的 な 観 点 で 判 定 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．２  耐 震 化 の優 先 順 位                               

全 １ ０ 箇 所 の ポ ン プ 場 の う ち 耐 震 性 能 の 確 認 が 必 要 な ポ ン プ 場 ７

箇 所 を 対 象 と し ま す が 、 現 在 、 建 築 構 造 物 （ 建 屋 ） が な い 長 持 及 び

山 下 ポ ン プ 場 は 今 後 改 築 検 討 を 踏 ま え た 上 で の 対 策 と な る こ と か

ら 、 そ の ２ 箇 所 を 除 い た ５ 箇 所 の 優 先 順 位 付 け を 行 い 、 対 策 を 進 め

る こ と と し 、 平 成 ２ ９ 年 度 よ り 対 策 が 必 要 と な っ た 東 部 ポ ン プ 場 か

ら 耐 震 化 を 進 め て い ま す 。  

優 先 順 位 付 け は 、 「 下 水 道 施 設 の 耐 震 対 策 指 針 と 解 説 」 を 基 に 、

人 命 確 保 の 必 要 性 や 施 設 の 稼 働 頻 度 等 を 考 慮 し て 行 い ま す 。  

 

長寿命化リスクランク 
※一部施設に不具合が生じた場合は、周辺地域に
被害が及ぶことから、「被害規模」に重みをつ
け評価しています。  

高リスク 1 2 3 4 5

健全度
2以下

頻 7 11 15 18 20

健全度
2.1～3.0

高 4 8 12 16 19

健全度
3.1～4.0

中 2 5 9 13 17

健全度
4.1～5

低 1 3 6 10 14

小 中 大 特大 特特大

発
生
確
率
の
ラ
ン
ク

被害規模のランク
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 耐震化の優先順位のフローチャート 

START

耐震性能

人命確保の必要性

耐震性能有

（対策不要）有

施設稼働頻度

無・不明

代替施設の有無

有

無

優先度の高い機能確保
①揚排水 ②汚泥処理

③消毒 ④汚泥貯留

有

設備更新予定

有

無

大・中・不明

小

無

無

有

有

無

ポンプ場
増改築計画

ポンプ場の改修検討時

に別途検討

隣接する
重要な路線の有無

有

無

①優先度高
東部ポンプ場
桜ケ丘ポンプ場

②優先度中
撫子原ポンプ場
東豊田工業団地ポンプ場

③優先度低
馬入ポンプ場

終末処理場への送水
有

無

＜凡例＞

： 東部ポンプ場 ： 桜ケ丘ポンプ場 ： 馬入ポンプ場

： 山下ポンプ場 ： 撫子原ポンプ場 ： 徳延ポンプ場

長持ポンプ場 東豊田工業団地ポンプ場 馬入貯留管ポンプ場

久領堤貯留管ポンプ場
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２．３  耐 水 化 の優 先 順 位                              

全 １ ０ 箇 所 の ポ ン プ 場 の う ち 耐 水 化 対 策 が 必 要 な ポ ン プ 場 ８ 箇 所

を 対 象 と し 、 「 影 響 度 」 と 「 発 生 可 能 性 」 の マ ト リ ク ス の 手 法 よ り

算 定 し た リ ス ク ラ ン ク （ １ ～ ９ ） か ら 優 先 順 位 付 け を 行 い 、 高 リ ス

ク （ ９ ） と な っ た ポ ン プ 場 よ り 対 策 を 進 め ま す 。  

リ ス ク ラ ン ク は 、 「 下 水 道 施 設 の 耐 水 化 計 画 お よ び 対 策 立 案 に 関

す る 手 引 き 」 を 基 に 、 人 命 確 保 の 安 全 性 や 処 理 能 力 な ど の 「 影 響

度 」 と 過 去 の 浸 水 実 績 な ど の 「 発 生 可 能 性 」 か ら 判 定 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．４  ポンプ場 の進 め方  

   ポ ン プ 場 の 長 寿 命 化 、 耐 震 化 及 び 耐 水 化 は そ れ ぞ れ の 対 策 が 他 の

対 策 と 関 連 が 深 く 、 影 響 が あ る こ と か ら 、 対 策 内 容 や 工 事 時 期 な ど

の 整 合 を 図 り な が ら 、 効 率 的 ・ 効 果 的 に 対 策 を 進 め る こ と と し ま

す 。  

 

 

 

 

 

 

耐水化リスクランク 

※１東部ポンプ場は、耐震性能を確認した結果、対策する必要があり、現在、耐震

化を進めています。 

※２桜ケ丘ポンプ場は、耐震性能を確認した結果、対策する必要があり、今後、耐

震化を進めます。 

長寿命化 耐震化 耐水化

対策
耐震性能の
確認の必要性

対策

1 東部ポンプ場 必要 　有※１ 必要

2 山下ポンプ場 必要 有 必要

3 桜ケ丘ポンプ場 必要 　有※２ 必要

4 撫子原ポンプ場 必要 有 必要

5 馬入ポンプ場 必要 有 必要

6 長持ポンプ場 必要 有 必要

7 東豊田工業団地ポンプ場 必要 有 必要

8 徳延ポンプ場 必要 無 必要

9 馬入貯留管ポンプ場 必要 無 不要

10 久領堤貯留管ポンプ場 必要 無 不要

No 施設名

※過去、浸水被害により、一部施設に不具合が生
じ、周辺地域に被害が及んだことから、「影響
度」に重みをつけ評価しています。  

高リスク 1 2 3

大 4 7 9

中 2 5 8

小 1 3 6

小 中 大

発
生
可
能
性
の
ラ
ン
ク

影響度のランク
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第４章 実施方法      

１．管路の実施方法                                

 １．１  長 寿 命 化 の実 施 方 法                             
管 路 の 長 寿 命 化 に つ い て は 、 点 検 ・ 詳 細 調 査 の 結 果 か ら 対 策 の 必 要

箇 所 を 抽 出 し 、 優 先 順 位 付 け を 行 っ た 上 で 、 最 適 な 工 法 を 選 定 し 、 工

事 を 実 施 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 点 検 （ 基 礎 調 査 ）  

・ マ ン ホ ー ル 内 に 管 口 カ メ ラ を 挿 入 し 、 簡 易 作 業 で 管 路 内 の 状 況 確 認 を

行 い 、 不 具 合 の 有 無 を 確 認 し 、 詳 細 調 査 を 実 施 す る 箇 所 の 抽 出 を 行 い

ま す 。  

② 詳 細 調 査  

・ 「 ① 点 検 （ 基 礎 調 査 ） 」 で 不 具 合 を 確 認 し た 管 路 に 対 し て 詳 細 な 評

価 を 行 う た め 、 目 視 や 管 内 カ メ ラ 調 査 に よ り 詳 細 に 状 況 を 確 認 し ま

す 。  

③優先順位付け 

・「②詳細調査」より、構造上の確認を行い、対策の必要箇所を抽出し、「被害

規模（影響度）」と「発生確率（不具合の起こりやすさ）」の観点から、リス

クランクを判定し、優先順位付けを行います。 

④ 施 工  

・ 優 先 順 位 に 基 づ き 、 現 場 の 状 況 、 施 工 性 及 び 経 済 性 な ど 、 様 々 な 観 点

か ら 総 合 的 に 判 断 し 、 工 法 の 選 定 （ 管 路 内 補 強 ま た は 管 路 の 入 れ 替

え ） を 行 い 施 工 し ま す 。  

管路の長寿命化対策 

（出典）国交省ホームページ  
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１．２  耐 震 化 の実 施 方 法                               

管路の耐震化については、耐震診断にて詳細な評価を行い、対策の必要箇所を

抽出し、最適な工法を選定し、工事を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 耐 震 診 断  

・ 耐 震 診 断 で は 、 管 路 情 報 や 地 盤 情 報 の 整 理 、 現 地 調 査 な ど の 基 礎 調 査

に 基 づ き 、 液 状 化 の 判 定 、 継 手 部 の 計 算 、 管 路 及 び マ ン ホ ー ル 本 体 の

計 算 、 浮 上 り の 計 算 等 を 行 い 、 耐 震 性 能 の 詳 細 な 評 価 を 行 い ま す 。  

③ 施 工  

・ 抽 出 し た 耐 震 補 強 の 必 要 箇 所 に 対 し 、 現 場 の 状 況 、 施 工 性 及 び 経 済

性 な ど 、 様 々 な 観 点 か ら 総 合 的 に 判 断 し 、 工 法 の 選 定 を 行 い 施 工 し

ま す 。  

② 必 要 箇 所 の 抽 出  

・ 「 ① 耐 震 診 断 」 よ り 、 耐 震 補 強 の 必 要 箇 所 の 抽 出 を 行 い ま す 。 

 

マンホール継手の補強例 

管路の継手 

（出典）公益社団法人日本下水道協会  
「下水道施設の耐震対策指針と解説」  
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２．ポンプ場の実施方法                              

２．１長 寿 命 化 の実 施 方 法                              

ポ ン プ 場 の 長 寿 命 化 は 、 日 常 点 検 及 び 法 定 点 検 の 結 果 や 、 耐 用 年 数

の 超 過 状 況 な ど か ら リ ス ク ラ ン ク を 算 定 し 、 対 策 を 行 う 施 設 の 優 先 順

位 付 け を 行 っ た 上 で 、 施 設 の 組 み 合 わ せ な ど を 考 慮 し て 工 事 を 実 施 し

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  点検（日常点検、法定点検） 
・点検は、施設の機能保持のために、定期的に目視や聴覚などにより、異常の有無

などの状態を確認するための「日常点検」と、法令で義務付けられ、施設の適法

性をはじめとした、動作の安全性や機能性に問題が無いか、専門家の作業により

確認を行う「法定点検」を行います。 

②優先順位付け 

・「①点検（日常点検、法定点検）」の結果や施設の耐用年数の超過状況を踏ま

え、「被害規模（影響度）」と「発生確率（不具合の起こりやすさ）」の観点か

らリスクランクを算定し、施設の優先順位付けを行います。 

③施工 

・「②優先順位」が、上位の施設から順に工事を行っていきますが、個々の設備の

対策を行う上で、省エネルギー、省資源化、効率化などの検討を行い、機能上で

の他設備との関連性、耐震及び耐水化対策などとも整合を図り、設備群単位で工

事を行います。 

機械施設の交換 
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２．２  耐 震 化 の実 施 方 法                              

ポ ン プ 場 の 耐 震 化 に つ い て は 、 耐 震 診 断 に て 詳 細 な 評 価 を 行 い 、 対

策 の 必 要 箇 所 を 抽 出 し 、 最 適 な 工 法 を 選 定 し 、 工 事 を 実 施 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 耐 震 診 断  

・ 耐 震 診 断 で は 、 ポ ン プ 場 の 概 要 や 計 算 条 件 の 整 理 、 現 地 調 査 な ど の 基

礎 調 査 に 基 づ き 、 構 造 計 算 を 実 施 し 、 地 盤 ・ 基 礎 ・ 躯 体 な ど の 耐 震 性

能 の 詳 細 な 評 価 を 行 い ま す 。  

② 必 要 箇 所 の 抽 出  

・ 「 ① 耐 震 診 断 」 よ り 、 耐 震 補 強 の 必 要 箇 所 の 抽 出 を 行 い ま す 。  

③ 施 工  

・ 抽 出 し た 耐 震 補 強 の 必 要 箇 所 に 対 し 、 現 場 の 状 況 、 施 工 性 及 び 経 済 性

な ど 、 様 々 な 観 点 か ら 総 合 的 に 判 断 し 、 工 法 の 選 定 を 行 い 施 工 し ま

す 。  

壁の補強例 梁の補強例 
（鋼板による補強） 壁の補強例 壁の補強例 

（鉄筋による補強） 

耐震補強例 

（出典）公益社団法人日本下水道協会「下水道の地震対策マニュアル」  
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２．３  耐 水 化 の実 施 方 法                               

ポ ン プ 場 の 耐 水 化 に つ い て は 、 各 外 力 の 中 か ら も っ と も 浸 水 高 が 深

い も の を 対 策 浸 水 深 と し 、 空 間 的 制 約 や 対 策 期 間 、 経 済 性 な ど の 評 価

を 踏 ま え 、 最 適 な 工 法 を 選 定 し 、 工 事 を 実 施 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 施 工  

・ 「 ① 対 策 浸 水 深 の 設 定 」 及 び 「 ② 対 象 施 設 の 設 定 」 よ り 、 代 表 的 な

対 策 工 法 と し て あ げ ら れ る 「 開 口 部 の 防 水 化 」 、 「 防 護 壁 の 設

置 」 、 「 設 備 の 高 所 移 設 」 、 「 設 備 自 体 の 防 水 化 」 な ど に つ い て 、

現 場 の 状 況 、 施 工 性 及 び 経 済 性 な ど 、 様 々 な 観 点 か ら 総 合 的 に 判 断

し 、 工 法 の 選 定 を 行 い 施 工 し ま す 。  

防水扉 防水シャッター 防水板

① 対 策 浸 水 深 の 設 定  

・ ４ つ の 対 象 外 力 （ 洪 水 、 津 波 、 高 潮 、 内 水 ） の 中 で 、 浸 水 高 が 深 い も

の を 設 定 し ま す 。  

② 対 象 施 設 の 設 定  

・ 各 施 設 の 中 で 、 浸 水 を 防 ぐ 機 能 を 有 す る 部 屋 （ 重 点 化 範 囲 ） を 設 定 し

ま す 。  

開口部の防水化の例 

（出典）公益財団法人日本下水道新技術機構  
「下水道施設の耐水化計画および対策立案に関する手引き」から一部抜粋  
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第５章 今後の進め方                         

１．進捗管理                                        

 本 計 画 を 進 め て い く た め に 、 計 画 期 間 の 終 了 年 次 で あ る 令 和 １ ２ 年 度

に お け る 各 取 組 の 目 標 値 を 定 め 、 進 捗 状 況 を 管 理 し ま す 。  

計 画 （ Plan） で 具 体 的 な 目 標 値 を 掲 げ 、 着 実 に 実 施 し （ Do） 、 そ の 効

果 を 検 証 し （ Che c k） 、 社 会 情 勢 の 変 化 な ど に も 対 応 し な が ら 必 要 に 応

じ て 改 善 す る こ と で  （ Ac ti o n） 、 下 水 道 施 設 の 計 画 的 ・ 効 率 的 な 維 持

管 理 を 進 め 、 暮 ら し を さ さ え る 下 水 道 を 次 世 代 へ つ な げ て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 

 

対象数 計画策定年次 

令和 5 年度 

 目標年次 

令和 12 年度 

管  路 長寿命化の割合

（合流区域） 

約 33km 22%  51% 

 耐震化の割合 

 

約 102km 1%  52% 

 

ポンプ場 耐震化数 

 

5 施設 0 施設 

（東部では対策を

進めています） 

 2 施設 

（東部、桜ケ丘） 

 耐水化数 

 

8 施設 0 施設  8 施設 

（東部、山下、桜

ケ丘、撫子原、馬

入、長持、東豊田

工業団地、徳延） 

※ポンプ場の長寿命化は、令和１２年度までに、整備年度の古い東部、山下、桜ケ丘及び
撫子原の中から優先度の高い機械や電気施設などの交換を適宜行います。

計画の成果目標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平塚市下水道施設耐震長寿命化計画 令和６年３月発行 

 

問い合わせ先：平塚市 土木部 下水道整備課 
住    所：平塚市浅間町９番１号 
電    話：０４６３－２３－１１１１（代） 






